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《原　著》

新生児脳疾患の1231．IMP　SPECTによる評価

大島　統男＊・†　鈴木千鶴子＊＊

安河内　浩＊＊＊

佐々木順子＊＊　鬼頭　　修＊＊

　要旨　脳疾患が疑われた11人の新生児につきi・L’31．IMP　SPECTを使い評価した．正常の1例では小脳虫

部，脳幹，中脳，視床および感覚運動皮質に左右対称的に高い集積を示した．前頭葉では軽度血流が減少し

ていた．虚血性脳症の6例中2例は皮質だけでなく，脳幹部への集積も広汎に減少し，再分布も認めなかっ

た．1例は傍矢状野にてear］yおよびdelayed像で集積減少を示した．なおこれら3例は予後不良であった．

虚lflL性脳症の他の3例はearly像で傍矢状野で集積減少を認めたが，　delayed像で再分布を認め予後も良好

であった．

　結節性硬化症の1例はCTLの高吸収域に．一・致しててんかん発作時に高い集積を示したが，1年後では逆

に集積減少を示す，興味ある所見を呈した．

　以1：のように新生児の12：3！－IMPは成人と異なる特徴が得られた．さらにearly像とdelayed像を施行す

ることにより，患児の予後をもある程度予測し得ると思われる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学30：727－733，1993）

1．はじめに

　N－isopropyl－P－［i231］iodoamphetamine（IMP）は，

Winchellらにより開発されて以来1），局所脳血流

分布を示す放射性薬剤として広く用いられてい

る2・3｝．小児脳疾患患者においてi231－IMPは，特

にてんかん患者の評価に利用されている4””6）．し

かし，新生児脳疾患における1231－IMPの利用の

報告は少ない7・8）．しかも，前田ら？）の報告では，

プラナー像による評価が主体である．

　今回われわれの施設において新生児を対象に，

脳の1231－IMP　single　photon　emission　computed

tomography（SPECT）を施行した患者につき，そ

の特徴と臨床的有用性を検討したので報告する．

　＊名占屋第一一一赤十字病院放射線科
＊＊　　　　同　　　　小児科
＊＊＊ 帝京大学医学部放射線科

　†現；帝京大学医学部放射線科

受付：4年9月17日
最終稿受付：5年4月12日
別刷請求先：東京都板橋区加賀2－11－1（⑰173）

　　　　　帝京大学医学部放射線科
大　島　統　男

H．対象と方法

　対象は男児9例，女児2例の計11例である．全

例在胎中もしくは出産後すぐに脳疾患が疑われ

1231－IMP　SPECT検査を受けた．内訳は，　Table　l

に示すごとくで，虚血性脳症すなわち，hypoxic

ischemic　encephalopathy（HIE）6例，結節性硬化

症2例，クモ膜嚢腫1例，静脈洞血栓症疑1例の

計11例である．最終診断は臨床所見および脳波

（症例1，2，5－ll）または手術（症例3，4）によった．

なお，全例neonatal　intensive　care　unit（NICU）に

生後24時間以内に入院している．出生児の体重は

症例2と10以外は2，500グラム以上である．症例

2は，1，490グラムの極小未熟児，症例10は，品

胎第3子で1，742グラムであった．

　1231－IMP　SPECT像は，　computed　tomography

（CT）と比較したが，1症例（症例10）については，

magnetic　resonance　imaging（MRI）と比較した．

CTおよびMRIはIMP検査の1か月以内に撮
影した．

　1231－IMP　SPECT

　1231－IMPを37　MBq静注後，30分後（early）お
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新生児脳疾患の1231・IMP　SPECTによる評価

よび3時間後（delayed）より頭部のSPECT像の

撮像を施行した．全例において撮像時にトリクロ

リール1～2m1（l　ml／kg）内服させ，睡眠状態に

て検査を行った．

　SPECT装置は，　GE社製Starcam　400　AC／Tで

低エネルギー用，平行型および汎用型コリメータ

を使用した．検出器は，6度ごと64方向より360

度回転させ，1方向20秒64×64マトリックスで

データを収集した．エネルギーウインドウは，

159keV，20°／．に設定した．収集したデータは，

Butterworthフィルターを用いback－projection法

にて再構成画像を得た（Axial，　Coronal，　Sagittal）．

主にAxial像を評価の対象とした．

III．結　　果

　L　新生児1231－IMP　SPECTの特徴

　新生児1231－IMP・SPECTは，成人のそれとは異

なる特徴を示した．症例6（Fig．1）は静脈洞血栓

症が疑われたが，その後の検査で異常なしと診断

されたため，IE常コントロールとした例である．

Fig．1に示すごとく，　early像では小脳虫部，脳

幹，中脳，視床および感覚運動皮質に相当して左

右対称的に高い集積を示した．そのほか，皮質に

は比較的取り込みを示したが，前頭葉への集積は

低下していた．本例のdelayed像では，白質や前

頭葉にもいわゆる再分布を認め，上記の高い集積

の部分は相対的に取り込みが低下した．

　2．1231－IMP　SPECT異常例

　症例1は，予定帝王切開例でアプガースコァ1

分8，5分10にて出生したが，経時的脳波により

胎内でのHIEと考えられた．本症例では，1231－

IMP　SPECTで皮質のみならず，脳幹，視床等へ

の集積も減少していた．Delayed像でも白質など

への再分布を認めなかった．その後の臨床状態も

思わしくなく，著明な脳性麻痺や知能障害が持続

している．症例2は原因不明のフロッピーインフ

ァントの未熟児で川Eである．アップガースコ

アは1分3，5分5で，生後2か月後の1231－IMP

SPECTで，皮質全体の血流減少を示し，また，

delayed像でも白質に再分布を示さなかった．な

1

2

3

R

轡

L

1

2

3

R

●

驚鎌
携

729

L

　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　B

Fig．1　Normal　1231・IMP　SPECT　with　newborn
　　　（case　6）．　A）High　uptake　was　seen　in　sensori－

　　　motor－cortex，　thalamus，　midbrain，　brain－stem

　　　and　cerebellar　vermis．　Decreased　uptake　was

　　　seen　in　frontal　lobe．　B）Redistribution　was　seen

　　　in　frontal　lobe　and　white　matter．

お，本患者は6か月後呼吸不全で死亡した．

　症例9（Fig．2）は，他院で出生し，難産で心停

止があり，アプガースコアは1分1のHIE症例

である．1231－IMP　SPECTではearly像で皮質に

て著明な集積減少を認め，特に傍矢状野後方（矢

印）で集積減少を示した．しかし，delayed像で

は再分布している（矢印）．さらに左の前側頭葉に

も欠損を認めたが，これはCTで硬膜下液貯溜と

判明した．本例はその後経過よく正常の発育をし

ている．症例5（Fig．3）もアブ゜ガースコア1分1，

5分2のHIE症例である．1231－IMP　SPECTでは

early像で傍矢状野後方の集積低下を示し，delayed

像でも同部位の再分布は明らかでなかった．本例

の予後はあまりよくなく，8か月の知能遅延と軽

い脳性麻痺が持続している．そのほかのHIE症

例（8，11）も，傍矢状野後方の集積低下を示したが，

delayed像で再分布を示し予後は良好であった．
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Fig．2　Hypoxic　ischemic　encephalopathy（case　9）．　This　case　had　a　good　clinical　recovery．

　　　123ト1MP　SPECT：A）Decreased　uptake　was　seen　in　parasagittal　area（arrow）

　　　and　white　matter．　B）Redistribution　was　seen　in　parasagittal　area（arrow）and

　　　white　matter．　Persistent　defect　was　seen　in　the　left　temporal　area（long　arrow）．

　　　CT　scan（Same　slice　level　of　A’2）：C）Low　density　area（arrow），　which　was　con－

　　　sistent　with　subdural　efrusion，was　seen　in　the　left　temporal　area．

　結節性硬化症の1例（症例3）は，生後8日目の

てんかん発作中（icta1）であったが，　CT上の高吸

収域にほぼ一致して1231－IMP　SPECTのearly像

（Fig．4）およびdelayed像でも病巣部は著明な集

積を示した．本症例は1年後の検査では，CT上

の高吸収域に一致して逆に血流欠損を示した．最

終診断は手術により確認された．結節性硬化症の

他の1例（症例7）は，CT上脳室の周囲に多数の

石灰化陰影を認め，1231－IMP　SPECTは石灰化の

位置に多数の小さな欠損を示した．

　クモ膜嚢胞（症例4）では，CT上の嚢胞領域だ

けでなく近接する皮質にも血流欠損を示した．そ

れ以外の脳幹や視床等の血流は良好であった．動

静脈奇形（AVM）（症例10）は，　AVMに一致して

earlyおよびdelayed像で集積欠損を示した．

　なお，結節性硬化症の2例，くも膜嚢胞の1例

および動静脈奇形の1例は，病変部以外はearly

像で1｜1常（Fig．1）と同様に視床や脳幹などに著明

な集積を示し，delayed像で白質は再分布を示し

た．予後はいずれも良好であった．

IV．考　　察

　成人の1231－IMP　SPECTのIE常分布は，　early

像にて前頭葉，側頭葉，頭頂葉，後頭葉の各皮質

や基底核，視床などの深部灰白質組織，および小

脳へ高い集積が認められるとされている．また

delayed像では，白質の集積が増加し，いわゆる

再分布像が得られる．しかし，新生児については

1231－IMP　SPECT施行の報告が少なく，したがっ

てSPECTの正常分布についてもあまり知られて

いない．数少ない報告の一つにRubinsteinらの抄

録9）があるが，それによると1231－IMP　SPECTは

新生児では視床や中脳に著明な集積を認め，後頭

葉や頭頂葉では軽度の集積があり，前頭葉の集積
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Fig．3　Hypoxic　ischemic　encephalopathy（case　5）．　This　case　had　a　poor　prognosis．

　　　1L’31．．IMP　SPECT：A）Decreased　uptake　was　seen　in　parasagittal　area（arrow），

　　　B）No　redistribution　was　seen　in　parasagittal　area（arrow）．　CT　scan（Same　slice

　　　level　of　A－2）：C）Within　normal　limits．

は少ない，としている．今回のわれわれの施設で

の経験でも，全くIE常な新生児すなわちvolunteer

としての検査は事実上不可能であった．そこで症

例6をIll常コントロールとしたが，基底核や脳

幹，視床さらに感覚運動皮質などに著明な集積を

認め，Rubinsteinらの報告とほぼ一致する所見で

あった．

　ところで，Chuganiら10）は，18F－FDGによる

検査から1正常新生児における脳のブドウ糖代謝は

出産5週までは感覚運動皮質，視床，中脳，脳

幹，および小脳虫部で最も高く，その後3か月で

頭頂葉，側頭葉，後頭葉，基底核と続き，前頭葉

は8か月までに集積が増加すると報告している．

われわれの経験した1231－IMPによる脳血流イ

メージは，この18F－FDG　PET画像ともきわめて

類似していた．

　臨床的にHIEの診断名がつけられた6症例の

うち，1231－IMP　SPECTで脳幹，視床，感覚運動

皮質などへの集積が不良でdelayed像で再分布を

認めなかった症例1と2や，傍矢状野にearlyお

よびdelayedで集積減少が認められた症例5では，

患児の予後も不良であった．脳幹などへの集積も

よく，また白質への再分布も認めた例（症例8，9，

11）では予後も良好であった．このことより，

1231－IMP　SPECTのearlyおよびdelayed像を撮

ることにより，脳血流量を正確に把握するととも

に患者の予後を予測し得ると思われた．

　小田野ら12）によると，i231－IMPで再分布の現
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Fig．4　Tuberous　sclerosis（case　3）．　IL’31・IMP　SPECT（early　image）：A）High　uptake　in

　　　left　fronto－temporal　area（arrow）．　CT　scan（Same　slice　level　of　A－2）：B）Large

　　　high　density　area　in　left　fronto・temporal　lobe　close　to　the　frontal　horn．

れる領城の局所血流量は20　ml／100g・脳／min以上

であり，また，再分布は可逆的な虚血とも深い関

係がある，とされる．さらに予後の良いものは再

分布現象（一けに多く認められる，との報告もあ

る13）．

　Volpeら14）は17例の仮死を原因とするHIE新

生児において，H2150を使ったポジトロンCTの

結果，傍矢状野の血流が対称的（symmetrical）に

低値になる，特に後頭部は前頭部より顕著であっ

た，と報告している．われわれの検討症例中に仮

死新生児は4例あり，全例においてVolpeらの報

告同様に傍矢状野の後方部にて対称的に血流の減

少があった．

　今回のわれわれの症例のうち，結節性硬化症の

一例は興味深い．すなわち症例3は，CT上高吸

収域があり当初出血性梗塞か石灰化を伴う脳腫瘍

が疑われた．同症例は診断がつきにくく経過観察

をしていたが，1年後のCTでは病変部は高吸収

城から明らかな石灰化に移行している．このこと

は，結節性硬化症においては初期においてイ1灰化

が完全ではなく時間とともに石灰化が完成すると

いう事実15）とよく一致する所見であった．

　クモ膜嚢腫ではCTより広い範囲でIL’31－IMP

SPECTで欠損を示し，またAVMも1231－IMP
SPECTで集積減少を示し，文献16）とも…致する

所見であった．以上より結論として，新生児の

1231－IMP　SPECTは，成人と異なる分布を示すの

で読影に際し新生児IE常の分布を熟知する必要が

ある．また，1231－IMP　SPECTのearlyおよび

delayed像を得ることにより，脳のperfusionを

正確に把握できるだけでなく，患者の予後もある

程度予測し得ると思われた．
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Summary

Evaluation　of　Newborns　with　Brain　Disease　Using　i231－IMP　SPECT

Motoo　OsHIMA＊，　Chizuko　SuzuKI＊＊，　Junko　SAsAKI＊＊，　Osamu　KIToH＊＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Hiroshi　YAsuKocHI＊

＊1）epa〃〃le〃’of　Radio～bgy，　Teikyo［lnivers〃γSchool　q∫ルledici〃e

　＊＊Depa〃〃7εη’of　Pedia’r’て・s，ノVθ宮o夕αF〃∫’Red　Cro∬〃ρぷρ”a1

　　Eleven　newborns　with　suspected　cerebral　disease

were　evaluated　using　i231－IMP　SPECT．　In　a　normal

subject，　high　uptake　was　shown　in　the　sensorimotor

cortex，　thalamus，　midbrain－brainstem，　and　cere－

bellar　vermis．　Decreased　perfusion　was　also　noted

in　the　frontal　lobe．

　　In　hypoxic　ischemic　encephalopathy　（HIE），

diffuse　decreased　uptake　which　showed　no　re－

distribution　in　the　white　matter　was　seen　in　two

patients．　These　two　patients　had　a　poor　prognosis．

In　one　of　the　other　4　patients　with　HIE，　persistent

defect　in　parasagittal　area　was　recognized　and　the

patient　also　had　a　poor　prognosis．

　In　one　of　two　patients　with　tuberous　sclerosis，

1231－IMP　SPECT　showed　high　uptake　in　the　area

of　increased　density　shown　in　CT．

　Thus，1231－IMP　SPECT　of　newborn　has　charac・

teristic　findings　different　from　the　adult．　This　tracer

also　might　have　a　prognostic　value　of　clinical　im－

provement　fbllowing　HIE．

　Key　words：　Newborn，　Hypoxic　ischemic
encephalopathy，　Tuberous　sclerosis，1231．IMP

SPECT，　Prognostic　value．
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